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五兄頃ま響眺で前人巽ら
時えにしでめのか午が峡｜几Ｉ熟
過るはた狩足色ら前参楓１１年
ぎ美天が勝寄づパ八ノⅢ泉ま会
旭瑛候、峠できス時しをで，（
岳でが幾付昼はで｝て三，１１１１
協記一寅近食じｌｌ１１ｊＩ行ｉ''１旭研
泉念｜|#・か･ぬ発分わ｜ノリ岳修
に写［７１嵩ら台たし曇れⅡ温旅
無兵後良小風紅、りまの泉行
,|下をし野雨二紫l1iiJ空し｝１．が
認||擁、をが十を寒のた孫輔十
狩りllIli辿降一ｉｌｉＩｉｉｉ’'１゜で毛）］
し、オし過り号’'１断、リL11llr-
ま午１１Ｕしだのか道農｜‐・IＩ
し後がたし影ら路ＭＩＩヒル｜か
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１
回

に沢て時と１繍点１１Ｉし符111「ノヒ念の定旭風た
無山二]亀問観｜)L｜雲と瀧たＩ）の二活館雄時岳が二ｏ
ｚITFの定程光「｛峡しが。Ｌ采！」）１１で大｜}ｌｌｐ強Ⅱ
、可よ楽班’１温てロ栄を樹１１典、なを｜〈ｌ１
Ｉｉｉｌプリしへは泉建シ櫛、園はの：'１滝変プ、は
ＩＩＪドムl｣Ｌみこパヘ殻ア膿１時で昨数’１$を史ウ儒咋
しウく、十１.しにをⅡ１１コ！」々の191』しエさ！]
まと午足八クた対後のブのを人めパイんか
しり後寄人ゴ、すに許ド雨凡々た人が楽ら
たンｌｌＬ１・￣ルフヒる、すウも学が後llｿ（運しの
゜ゴ時|j''「にフ｜ilM上安限狩上しＩ)Ｎ、へ休み汽
一、逃分班屋〃政りりがま｝｛Ｔ１ｕＬ・しに風

を忠をか千を鋒年楽とりしに川、たしの
iiiMiii￥九蝋ｉＩ１ｋ２ｌ緋ljllj鮒Mi繩
潅とし二△し拠秋まゴ毛だ記逸子たで

侭曰用

で日程が
したが、
い鵬ができました。

台風の影響
になりま

たくきんの思い
●熟年会秋期研修旅行

'２ 



（
 

Ｊ
Ａ
中
標
津
Ⅱ
年
度

後
期
選
定
種
雄
牛
が
決
ま
、
り
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
向
か
っ
て
／
・

８つ１１１あ代のＩＨＩあしなのがiili‘卜望｜リブ瀬ｉハ志）１
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成し三の,１，致脳(い乳代１Ｍ'だい瓶、みもがどプ獺を諾後
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北lIil定北祇てたい１Hz＃,!↑Ⅱ１各すドン゜れもｌはの改紙
余７と安嵩６，るJll液７断択･ルがWiliのｊｉタ）Ｌ迦良が
波’な編く、後ノノがら致１１そう＝雄要，r「イドilil）lr7］ブし
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ホナミエムビービーポーラーマンＥＴの娘

JＡ中標津平成14年度後期選定種雄牛

略号 名 号 価格父 コメント

F乏司

73112915 インウードテラソンＥＴ ズイソン 6.000 カナダにおいて体形トップクラスのショウカウ

ＴＩ]14位'１k蹄の｡』(典に優れ､後7Lj"のI蔚さ、liliiは挑
群でアウトクロス

ＮＴＩ>命ll1第１位，rli能ﾉＪ１濡し器翁兄妨も,#i成
識で伯弧唆アソフ

l[IO614E ウエルカムガーター リツタ 5,000 

HIl51325 ホナミエムビーピーホーラーマンＥＴ ハトロン 3.000 

ＮＴＰ翁'１K]第４化決定11卜点第１化
iP;;iみ(ｲﾐ械1-分な体型、好\し艦力辮徴

デーリイさに31103479 ロイレーンジエスロＥＴ ジユラー 3.000 

ＮＴＰ翁'1J第22位［1,1j能力で優’した乳器を,伏しアウ
トクロス

113436 ピーチローンスローカムタムシFＥＴ スローカム 3.000 

ＴＰＩ３６位６１１ｔ代でＥＸと1℃のマテイー(;フラ･ミ
リー。好体型好乳器で,馴片11"である

29119日6＄ イーストピユーＮＢＯレビニユーマテイー 3.000 ルドルフ

分娩雛坊ljr7で安)寵ji1タイプ・\L器の'ｋ良にﾉ」
を発揮

14112736 ペービーエムジユラーイトーIDT 3,00（ ジユラー

安〕;ｉＥ型で収蹄と乳成分の改良に優！Lろレッドブル
（赤'12）

キングスランソンルデイレツドＥＴIll607罰 イ＞ハーンサー 3.000 

NTI，ｲ鷺１１:'第５位，総L壮，lTi蛍lr1。鋭｝【1(l<｣でデー
リイキャラクターに常心。米経雌'1己も０１《

31103521 ウイルブラストＳＡメダ'1オンＥ'１ パトロン 2.000 

NTI，全[【｣蕊]7位「デニセスデリア」フ７．ミリ
－体jiq乳器の改良抜群cショウタイプとして１０１櫛

3115110？ レーガンクレスト113ラモンＥＴ ルドルフ 2,000 

ＮＴＩ,会ｌｌ２陳９位デー')－キャラクターに耐み､後
\L鳩の'１４１７は広く腰から1/fにかけてはⅣ1Ｍ１的

1115]368 ハッヒークロスベイトリアークＩ２Ｔ パトロン 2.000 

ＮＴＰ余Ｍ難31位バワフルなポデイ、機能fl:抜
群の好タイプ

ズーブルウードマーペリックｌ２ＴP５９７５ ベルウード 2.000 

ＮＴＰｉｒ[Ｔｌ鰯37位耐乳1,tで体J〈1改良抜群｡(ｲ６，１.ｌｊ
?LⅡ)'''二体戯１ﾉﾋなど抜||膿のシヲウタイフ

3u５ｌ３２４ ラープレゼンテーションデイクソンｌ２Ｔ 1.000 メイソン

ＮＴＰ翁[TI第J6iI〔能力作J(1のバランス典いe
Wj液活ﾉ〕もLL〈IIL後の］lIill二

31【51323 アルタジェンラノン キヤソシュ 50(］ 

'３ 

略号 名号 父 価格 コメント

73112915 インウードテラソンＥＴ ノイソン 6,000 カナダにおいて体形トップクラスのショウカウ

I()6149 ウエルカムガーター ツク 5,00(） ｢1ｺLlli〔'１k蹄のl｣j(典に催ｊし､後7L〃のI蔚さ、liliiぱ披
群でアウトクロス

115:325 ホナミエムビーピーホーラーマンＥＴ トロン 3.000 ＮＴＩ>翁[【1第１化，ili能ﾉＪ１鮒\し器全兄妨も,#１成
識で伯iin度アップ

103479 ロイレーンジエスｐＥＴ ジユラー 3,000 ＮＴＰ翁''6]熱４位iA
iP;;【み(ｲ尽硫十分なⅡ§li1､

ｉ１卜点飾1位デー'ノイさに
Ｉ押し器力琲Jf徴

113436 ビーーチローンス画一カムダムシ|ぐＥＴ ス[}－カム 3,000 
ＮＴＰ会７１J第22位「1'lji
トクロス

１Jで優れた乳器を`Jくしアウ

119568 イーストピユーＮＢ(）レピニユーーマティー ル!ごルフ 3,()0０ T1.136位６１１ｔ代で
リーー。好体型好乳Ｉ

〔とＶＣのマテイー(;フ７．ミ

号,#j脂lMjである

14112736 ペーービーーエムジユラーイトーＥＴ ｼﾞユラー 3,000 分娩雛坊ljr7で安)聡ji1タイプ・礼勝の改良lﾆﾉﾉ
を発揮

:116075 キングスランソンルデイレツドＥＴ インハーンサー 3,000 
安〕;ｉＥ型で１１文蹄と孔成分の改良に優！Ｌろレヅドブル
(赤'１皀）

31103521 ウイルブラストＳＡメダリオンＥＴ ハト1ｺン 2,000 NTI，ｲ鷺１１:'第lj位，l孵し+''二，lTi蛍lr1。鋭｝【1(l<｣でデー・
リイキャラクターに樹心。」§縫雌１１二も()I《

311511 レーガンクレストＪ１；ラモンＥＩ ル|ごルフ 2,000 
ＮＴＩ>全!i1第]7位「デニセスデ
ー-体ｊｉｕ乳器の改良抜群｡ショウタ

ｱ」フ７．ミリ
プとしてjUIii：

lII51368 ハツヒーークロスベイトリアークＢＴ ハトロン 2,000 
ＮＴＩ,全ｌｌ２ｌ第９位デーーリーーキャラク
孔鳩の|W,Tは広く腰から１／ｆにかけてＩ

-に紺み､後
的

l〕5975 ズープルウードマーペリツクｌ２Ｔ ベルウード 2.000 
NTIwI常[Ni第３【l(〈（パワフルなポテ
群のl(トタイフ

，機能性抜

3[151324 ラーフレゼンテーシヨンデイクソンｌ２Ｔ メイソン :､000 ＮＴＰ余[Ｔｌ鰯37位耐乳11tで体J〈1.1(．
孔Ⅱ''''二（ｲ月繊１ﾉﾋなど抜||膿のショウ

k群｡(ｲ６，１.｛ｉ
イブ

〕II51323 アルタジエンラノン キャッシュ 500 ＮＴＰ翁[TI第J6fi〔能力［|こ）(1のバランス典い。
|汁液活ﾉ〕もLL〈111k後のI11ilI二
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農協の
財務伏況

P 

平成14年度ｇ月末における、財務の

状況についてお知らせします。

六減二勘貯万下貯刀が三’'１金’'１飼文
下少而１Jリ金|】］六昨｜リ哨千、」ｉ、科仏典
瓦し〃下二、行年金の加七家下′|＝ilY利｛'’
百て’'１九千別〃同増し百計八潅九忠に
〃い、百二段１']期加、刀賀ｉｆ交千でつ
lT］ま定万百貯、にと支|リニガ材上lJL1い
のす!U1「q万金Ｉｻﾞ比を出、Ｔ’'１二ｒ、「て
恥が枇、１１］九j、べつ谷そ/《、千〃七は
力１１，金ＨｌなＴ･貯、て「汁の（「養二ｌＩ１ｌＴ、
と全二資ど二令定いで他ノノ帯面、ノノ肥
を１イミ千丁がI訂し１９１まIL1六lUIu刀労’'’料
Ｉ）で三約聴万億貯す億下、二｜リ笠が３１ｉ

まは百貯Ｉｌ１１ＩｌＬＩ八金。・ｌＬｌ武下、}i減衆
冊ji縞ｉｌｉｆ濡

し、万命し、下‐
たノし円五、営四億
・億が千組腱Y7七百|Ⅲ済〃料ﾉﾉｕｌｆ

ご鍔両舗万少六lＰｉＴ鱗上体億七給販
|ｶﾞﾙｶ今〃I{凸｜[’し行１１１１）し購買'''１で|几'千金販売
力を後’'１奴のま）』しＴｍｉＪ・るは千七含充事
をしにの扱ｊｉｉし［'１，刀品店結liii/〈両む品業
おてお噸商力'1た、IIllIl取舗呆平百万一取
願参き力'１はとがそ料、扱事と同万｜リニ扱
いりまと、な、の－燃,訂業なＭ’'１が億商
いましな１Ｍｊ｝）全他下料に’）を減噸八に
たすて’）年ま体資〃－つま－Z少jj11Tつ
しのもま同しで材|【］Ｔいし侭しし'fｉい

…Ⅷ…;バマ離
す、左たよ゜、千膿刀は
｡皆お゜りま－万機｢'１，
様_三た千Ｆ］兵な飼
〃)櫛下、]ixが＿ど料万、二産岱
のの六Ｌｉ７Ｆ「減下が二｜'］翁物ｉｌｉ

ＩＦ震、

平成14年度ｇ月末事業概況('１１１<,:irノルI】

冑付全く組勘昏残含む） 受託資金自己資本 借入全
【＿'ｉ話！

而低90111 
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１１蝿

5o俊一（内乳代）
4..K９１ 

繩,￣'稀
(内生産資材）

噺訂：
lnJF13年l‘tfF

貯金(組勘預り残含む）

１２年1誠ＦＭ年
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13個

1２．９１９ 

IHO侭

他
他
随
位

５
４
３
２
 

IlOiQ 

(内畜産物･農産物）
lp267Ｉ１２１ 

ｌｕ９２－ｉ三三-１

LＬＵＬ 

L20伯 ７６`１ 

■
■
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環境を考えた取り組み

北根室地区農業改良普及センター

索を比）１１１人Ｉきボーヒの泥濁稀きな
化椅べこしでてク鰹こ労擁し仁にれ場畜
し略てのた実いを噸れノｊ化かプ良い所介
、す、方ｉｉｉ施ま蚊化まとししういに仁環
．るiJl〔法坊さすぐ刑でｌＩｉや、スイし；'11境
スこ上は締れがなをも）|］す（にメて繭を
トと柳、装た、ど利、がくドな｜いが雌
のにｉＩｉリコを、今の１１１コか、ツリジオＬｊＩ【ｉ備
低よ)iイン綿ラＦｉ１１１Ｘしンかそクまをば航す
減つのク介イ、りたクリのやす与汚しる
をて＿'二りしム中級術りま改堆・えさにこ
IX1、の｜まケ標み易’す稗肥るなくと
つ’二砂トす]津がｉｌＩｉトヘに盤ないかは
て法利舗･キ膿さ装舗炎は周ど、つ
いを１W（装を脇れ、装一多辺、梢たｉｉｌｉ
ま簡設に利符てｊ１Ａやてくは経避Ｉ）灘

ｌ 

ライムケーキ舗装材３００，
１ 

コンクリート
毎■

砂利等

凍上抑制膳
(砂一砕石等）

路床(地盤）

路床(地盤）

図１舗装の構造

表１パドック整備のいろいろ

蹄への影欝泥津化整騎詩問経費

コンクリート舗装有りしない少高
黒ポク敷設無ししやすい多低

エキスパンドﾒタル無ししにくい多低
ライムケーキ舗装少ない(?）しない少中間

（
 

す
（
図
一
％

舗
装
獲
而
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
耐
よ
り

ソ
フ
ト
に
仕
肚
げ
ら
九
、
家
箭
の
足
へ
の

、
机
が
少
な
い
よ
う
で
す
。

コ
ス
ト
伽
か
ら
の
検
紺
は
、
大
ま
か
な

試
算
に
よ
る
し
｜
、
｜
乎
刀
メ
ー
ト
ル
あ
た

￣ 

許

厳ェ予定地の整地(汚泥･糞尿の除去） ライムケーキ敷きならし(硬化剤混合】

リ
、
Ⅱ
下
川
～
上
千
川
の
間
と
な
り
、
よ

り
Ⅲ
覗
曲
を
安
く
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

ま
た
、
簡
易
術
装
の
た
め
、
越
冬
後
の

状
況
と
凍
上
に
よ
る
ヒ
ビ
、
馴
れ
な
ど
検

討
も
卜
分
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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鍼… 雲

￣￣ 
￣ 

￣ 

…籍蜜
施エ後(若干の足跡が付く】養生
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蹄への影響 泥浮化 整備時間 経費

コンクリート舗装 有り しない 少 高

黒ボク敷設 無し しやすい 多 低

エキスパンドメタル 無し しにくい 多 低

ライムケーキ舗装 少ない(?） しない 少 中間



戸扉 ■、n町

研修役
家畜改良課新井正春

雛！丁－１
３泊４日の日程で役員視察研修が行

われ、今回、岐阜県で開催された第８

回全国和牛能力共進会及び近隣酪農家

を視察研修致しましたので、概要を報

告致します。

Z色凸

礼二

停弓ｂ 足立牧場前にて

で進な代観る牛ぴ１ＩＩＬ部道いはれイ’1りぎをｌ１ｉｈを検済ｉｉｌＩｉｉ\
感ｉｆ獄衣察審このｉｌ１ｊ会とＩＴ府北ま岡た襟くつふｐに死証能ば今兄五
じさ）'7．鵬ｆｆｉＥと紫！？」鍬も八ｌｌＩｌｉｌｆし，１，大パンのＬＲ食すのノＪそ河村年
るれが箕を競がＷ（藩は過｝の道たT1Tliu会トゾはすの優場のうはでに

;1M{縦蝿燃卿鰯iiiro艀鯉」岻糯澱朧藤|M,覧
蝋ﾄﾞﾄﾓｶﾐ撫芒愈報糊でＭ：ＩＬ１ＩｉＰｉｉＷｉｉ８瓢Mi館))湖
まのい位が、た肋てのルLlJL1極ま’ノリて帯わなに０ビ材′|孟体テとま，'二
し催まに行女・検お成撲［z「」'二でセ、艦イＬＩ）ぎ２１を能的１肯し能
たＬｌＩ１し人わ性拶’）采と六の企ン繩１１１１｢て、わフル発力にマ稲た力
・・た選れやし、をな十部｜[:１タ牛究い‐い７．炎、［’に１ｍ・共

、－観リノＬ■よ’の所ま股・’１(↓す瀧指、で進
醐lii鰄臘繋げにま顛而りに雛,制しiiIj味ムのる,炎,し呪鼎金
な時、継諦殖は、し｡八選ての辺たｌ１ｉわう又’1F能、代めは
どに観什が雌、ノくた蝋｜‐抜審糯の。満いエ化を力そによ

騨鯏騨瞥il;ｉｉｌｉｏ歎三さ満ﾂﾞﾋﾞⅡ’’ニスや'１雑の喪う峡・蚊れが、１１１］３ふテ物的ｉｉｉ改求和一恥
込のかにを近道｜)9参、たｉｆ肉に楽れイ雌との良さ，|ユ，(し
み瀞ら北付〈Ｉ係力'１’AI＝わ牛雄しあパ・し次成れ政大
を盃慌海けで勝溝道′卜’．れのれめいルiUl、’ＩＩＪ果る良野
肌も人道る兇和及府の八て部らるのｉｎ光Ｉｒ７１代の経、Ｈ,，

第
８
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会

r手蔓、

蕊
｣Ｉ 錘

和牛の癖査会喝

６ 
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ｏ
０
ｏ
Ｏ
ｏ
ｏ
⑥
ｏ
◎
Ｃ
ｅ
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ｏ
●
ｅ
⑥
、

今
川
の
化
〈
進
会
は
北
海
道
よ
り
十
七
頭
が
出
船
さ
れ
、

好
成
紙
を
お
さ
め
、
北
海
道
の
存
在
感
を
ア
ピ
ー
ル
さ
れ

た
共
進
会
で
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
八
～
卜
区
に
よ
る

「
安
福
」
の
故
郷
・
岐
阜
県
高
山
市
で
、

『
第
八
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
』
が
開
催
。

鰯
出

守■

[ 

||Ⅱ 」：■月

空轌弓５－０ルー強トー空 偽I躯j墓ｌｑｉ
加え庁

．－‘鹸昏ご宙豈=菫曇
￣ 

雪蕊…
ＣＵｐ 

亡霧震音蘆醗
第北’１リ頚てｌＩｉ’た１１k去人
上海府、灸き和黙I1iLる、１１１
ｌｘ泣六ｌＡＩＩｌｉ１ま’|葛毛ｉｔｊｊノＬ聯標
i鮒かｌ￣′卜かし能イｌ１ｌｌ１）ｌ務津
等ら几のらたノＪ極ｌｌｊ二）閲）和

;辮雌誌槻

騨;鮒灌
側雌鮎階lILiijjiて；（

足立牧場戸罰

足ＩｉｉｌＩた受〃枝飛枝
一強。け肢Ｌｚ肉馴Ｉ肉

撒化和た卑下仮卿''ｊ
場幽織Ｗｌ:流淵

方良のは几ｌｌＬ１｛ｌ；鹸
向に｜刑、十石の高
性欠催ＢＩＩＩ￣Ｌ父ＩｌＩｉ
をかとＳの十．絡
みせなＥ取・糸は

駅り､iiii'蝋過般

‘艀蓮鱒！
な評諦産しllL1-I-卒
ｌ）価題業た千〃亥
ま・で界.[几’八４
し組あに百千の
た織り打/《ｉＴ２
･ノＪま螺}｜リヘ
体しをＩｉで掌

て［繁均てズ」そハＩ
は授クiii（九い組パメド牛ラズ

繍語i蝿１
J(,}繩liiliﾎﾞiii卿些
},'１鰔均入り､の鱗ﾊﾟ

1謹溌１１
鱗!難
さし人平ｊｌＬｌの卜

卜
几
頭
（
初
産
牛
上
削
）
、
牛
舎
は
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル

Ⅱ
懲
一
氏
が
経
艤
。
現
在
百
頭
飼
養
さ
れ
、
内
搾
乳

中
標
津
乳
牛
の
府
県
消
流
地
で
も
あ
る
当
牧
場
は
二
代
》
せ
て
い
ま
す
”

川

郷共
や進
雑公
人祝
}Ｍ察
を後
どは
)Ｌ、
ｉ２ｌｌｌＪ 
ＬＶｉＬ 
、､EIU･

ＪＬム

ー」埴

１１の
に、

雌
優
秀
没
を
砿
得
し
た
枝
肉
か
蕊
当
た

か’卜まⅡ↓た六ｉパー》|’
がはしがよＩ躍位１Ｍ「
えすた｜ノゾう篭をＦを.
まばが｜別でもし手ｉｉＷ
しら、総十体たに川
たし几ＨＩｌｏ砿一|こし氏
｡〈ｌ１ｌ大灸が１１１まの
枝、勢！}１体減泣し二
lAI改へ賦的るでた噸
の良鹿なになす｡が
セの兄どはどがｌｌｊ,,ム
リ連Ｈ１）を地苫、党１１
でい』↓進元］iiR輪ま、
はが￣得岐を逆し全
、うのし単しにい「i1１

リ
ー
〃
六
下
而
川
で
、
｜
弧
約
川
下
川

、
〃
川
し
一
向
額
な
令
纐
で
競
り
落
と
さ

れ
ま
し
た
。
い
っ
た
い
誰
が
食
べ
る
の

だ
ろ
う
か
？
〉

ト
ヒ
“

将
来
ｎ
頭
の
搾
乳
小
ま
で
噸
頭
式
」
せ
、
ゆ
と
り
あ
る
経

〃
。
□

（
ル
ー
営
を
Ⅲ
指
し
て
お
り
ま
し
た
。

。
●
●
●
●
●
●
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①
●
●
●
ｃ
ｏ
ｃ
ｏ
⑦
③
③
●
。
⑨
●
③
⑨
Ｃ
ｏ
ｏ
ｃ
ｏ
⑧
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
の

岸罰

て各な進こよ’１５気グのり合羽
い１１Ｍる会’|’とう収ももこＪ瓜１１１

食鰯ⅦiiiW拶紺ii鰯|，
いＩ卿とらの米約も、ま時て聯標
とと底れイⅡま！'〔皆ましに釧を１１１
忠も辺る’１蓋しをフ亡たた到路うで
い脇のよもたし気、が杵にけりiI｝
まノ」拡うｉ'１１．，で１ｉ無と杵、る
すし人、時悦視年１Ｆいき千一ｆ
゜、を会か察察後、う゛紘定
が［ｉｉｉはをにのケハリ［空で
ん猯の俗終１ｊ次ガブで港し
ばしき１１１えけ１１１１、ニーにた
つ、ら共るる、病ン１１降が

７ 



●⑥⑧｡●①、⑥ｃｃ｡●｡●⑤●●ＯＧ●●ｏＣi胃窩Ｒ

再罰 織府さ閲
強拡令れに｝
化年わ、て）｜
をＩＴＩせう、＝
[ｌ例てし次、
的のニツ性、
とこ‐トシ部秋
しの１１Ｍユパルｌｉ
て交人ミ１れ
お流がズクの
り会参かゴー「
、は加らル、
今、しijiフｊｉｉ
ｌｌｌＩｌＭＬま蕊交立
は願し会流ゆ
りミ作たま会め
ｲﾘﾆﾉﾘ･でがの
ｲ|：．、捌森
６組三Ⅱビ公

満
面
の
笑
顔
／
と
満
腹
の
お
腹
／
・

●□●●●●ＣＯ･ＯＯＣ･●⑭●●の○の⑨●｡●ｅ⑨⑨⑨⑨ｈ●の。●ＯｐＯｃ⑨Ｓ①⑤⑨己 参
加
す
る
な
ど
、
年
代
順
広
く
心
地
艮
い

汗
を
流
し
ま
し
た
。

今
年
も
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
が
出
た
り

と
、
好
プ
レ
イ
続
出
で
し
た
が
、
Ⅱ
頃
プ
レ

イ
Ⅲ
鮫
の
多
い
行
蛎
会
・
劔
持
蝋
卜
さ
ん

が
ダ
ン
ト
ッ
の
ス
コ
ア
で
優
勝
し
ま
し
た
。

⑬
女
性
部
バ
ー
ク
ゴ
ル
フ
交
流
会

i雲、 本
場
中
国
四
州
の
食
文
化
に
ふ
れ
よ
う
。

④
女
性
部
ギ
ョ
ー
ザ
作
り
教
室

Ｉ
Ⅱ
卜
一
几
啄
印
調
卵
文
科
室
を
お
价
り
し
て
、
女
性
部
ギ
ョ
ー
ザ
作
り

（
１
ク
ゴ
ル
フ
終
ｊ
後
は
、
舩
食
会
と

し
て
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
に
円
妓
を
う
ち
な
が

６－、

､曇童斜
駐jFな手見事な手さばきの黄宗祥さん

この木仁がそ司たと参で仁参宗ｲ第化のま微
と佇場１二！式Ｉ）れ形｡な〃１１きな川ｌ１Ｉｆ祥ﾁﾞｰﾕ’二技今し篭
でＩ）［１１１)ビ食、なで参る識るつ粉ささルヒ紬と’１１｜たか
し！？’{【１のし各りはｊＩ１１ｆＩｆののたかんん藩れ味は。’}Ⅱ
よがのギまｒ１にな椅さそかからのに・てを、１１Ｍ
う、技ヨし排ギ〈のんの？？は手,iル横み１Ｗ本さ

溌鑓;蝿！
’・

し

ら
鯛
町
の
笑
顔
と
、
澗
腹
の
お
腹
と
？
『

終
始
和
や
か
な
．
Ⅱ
と
な
り
ま
し
た
。

うわ－つ１ぞつちに行か鞍いで帛

８ 



スポーツ･学習にいきいきはつらつ女l性部

蕊
？＿/ 

艇

朴久ＩｌＭラ
ィjMi性，「さイト
供部前れう、
をｆｉ１ｌｉ、ラト
おののｌワヒ

願’１１ドノＬ，，，
い’イラが教、
し俊イ参篭フ
、枝フカⅡ＆し
佃さうしf11iIツ
性んワま科シ
あに，し‘鞍ユ
る緋教た課ミ
、、ｉ霊･会ズ
色．はが＿
谷材、，Ⅲ，ド

花
に
囲
ま
れ
た

ゆ
と
り
あ
る
時
間
を
楽
し
み
ま
し
た
。

●
女
性
部
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
教
室
＆
飼
料
学
習
会

LＬ 

花のように美しくｌ笑顔でハイチーズ

と’14渕ドなけ学の粁雛し公一りまい
を料係パニの認？会・イたて．）ｌまオＬ・
つの」ミイと１１しｊｉ,ｉｌを」ミ食Ⅱ｝ワヒしたア
て場よザをで、科１１Ｍ洲を，１１，ラ’たゆし
おをｌ）｜勉は可成｜|Ｍ)係挟弓ワ八念とン

繊蠅鰐鯰｝蝿Ｊ

鳫蓬蕊騨Hii蝋
ＭｎヘミＭ:j：ｉｌ蝋ｋ,ビ
・ぴ、き様んマヒ料ｌＷｆｌＩｈ性…：でに
１１と腱ア々だにき学股と人｝お’111

戸、

お父さんへの良きアドバイスのために

●の●●。｡●の⑨ＯＰｎの■②⑤ＣＤ②ｎ句、“⑧⑤｡、⑤⑤⑥③⑩の⑭⑧⑥⑪ｄＤｄＤｏＤＯＯＣ●⑨｡●⑨③●●●｡⑨｡●●●●｡①｡。●ｏＯｏＯｃ

麟農う巷オＬ料ちが教師陽ＩＩＬえｉ及村化

iii擬繍鰄i蔦總燃ii,Ｉ（
''ｆ｣ル'[2゜いぞ食地fiMIii&FlIilIiiI地部ほ別11（於六
－後艤れ．場のさ`朧州iﾄﾞｾｶﾞ,蝿illiぞⅡ、れ人の会が１１)ｉＩｉｌｌＬｌＬに」．

,&魎壕血楜蕊lrjiiM無iiiiIlM1

篭汪iii#蝋1灘鯛
を，ｉＭｉｊ,Ｌよをら．緋Ｉも」:１１１，M『｜)３，，１添・ら協幽又

元
気
で
い
る
為
に
、
地
産
地
梢
を
。

③
北
根
室
地
区
農
村
女
性
講
座

〆■、

講師となった山下さんと全刺さん

柄
か
し
た
脇
か
な
農
業
・
農
村
づ
く
り
～
を

テ
ー
マ
と
‐
）
て
、
道
内
の
Ⅲ
Ⅲ
禰
動
状
況
、
私

述
が
樅
き
る
為
に
不
叩
欠
な
「
食
」
と
「
腱
」
の

つ
な
が
り
に
つ
い
て
お
耕
さ
れ
ま
し
た
．

泓
達
が
疋
爪
で
い
る
為
に
、
ま
ず
、
地
服

地
洲
を
取
り
組
ん
で
み
ま
し
。
こ
う
ノ
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スポーツ･学習にいきいきはつらつ女'|生部

の⑮⑪⑨｡⑨⑨の③●の｡⑨⑨｡｡●●｡●⑨Ｏ●｡｡

篭iｉｌＬ含lWIい
を」&午むＩＩｉ』て十

|i蕊|聯,(÷
蝋辮ｉ
聯蝋側
鰔麟;悪
戦羅縢

夢
と
自
信
が
持
て
る
女
性
活
動
を
目
指
し
て
。

●
Ｊ
Ａ
根
室
地
区
女
性
部
研
修
会

のた縦を家ｿ）る
女・活象庭久久
性礎ｆ,,徴に」し'1'且
柄駈にすお’''１活
動応つるけ参Ⅲ'１
の答いノくるｌｌｉｊｉを
』ＪでてhlI女を’’
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開
始
か
ら
．
時
間
も
経
た
ず
に
中
止
に

な
っ
て
し
ま
い
、
十
定
し
て
い
た
数
も
残

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
沢
山
の
人
の
参

加
、
杵
ぐ
る
み
の
デ
ビ
ュ
ー
な
ど
、
昨
年

よ
り
も
躯
業
内
容
が
允
突
し
、
新
し
い
流

れ
が
で
き
た
か
な
？
と
も
思
い
ま
し
た
。

鮫
年
行
わ
れ
る
交
迦
安
灸
ミ
ル
ク
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
で
す
が
、
今
年
ぼ
ど
屯
の
マ
ナ

ー
が
悠
く
、
恐
ろ
し
い
と
思
っ
た
こ
と
は

な
か
っ
で
す
。
衿
さ
ん
も
ハ
ン
ド
ル
を
握

る
と
き
は
「
歩
行
群
か
ら
兄
る
と
中
は
Ｎ

器
」
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
ず
、
ゆ
と
り
を

も
っ
て
述
恢
し
て
く
だ
さ
い
。
参
加
さ
れ

た
艀
さ
ん
本
噺
に
ご
片
労
様
で
し
た
。
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各地区青年部通信員より 活動報告
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10月の組合円誌

中央会監査

ルーキーズカレッジ研修会

スペース利用組合精算会議

大阪天王寺高受入式

中央会篝杏講評

てん菜振興会役員会

税務調査～１１日

巡回ドック２次検診

ルーキーズカレッジ研修会

農業振興計画策定委員会部会

振興計画畑作部会

ＮＰＫ打合会議

緑肥事業支庁ヒアリング

ルーキーズカレッジ研修会

女性部フレッシュミズ勉強会

第５回青年部調査・広報委員

会

青色申告会農業簿記研修会

畜総支庁ヒアリング

協和地区利用組合精算会議

第８回青年部役員会

営農協議

Ａコープ採用試験

ルーキーズカレッジ研修会

第２回管理購買委員会

第５回生産委員会

第３回熟年会役員会

第７回同志会役員会

第５回営農委員会

機械利用組合例会

ルーキーズカレッジ研修会

第２回青年部レクリエーショ

ン委員会

理事会

乳牛改良同志会勉強会

１Ｅ 

２Ｅ 

第
八
回
理
事
会
の
経
過

１－ノし八七六ｌｉｋｌ几１三二一へ胴
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ハl７ｚｌＴつ場理会にに－つススス
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温１｝１１年
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平多多’7丁｝
年いく様
並で、（こ
のし太、
兄よ平［１
込う洋卜
み゜側海
でで側
す（よて．
。Ｉ１ｉ１ｉは

北。『十
虹のの１２=
柵１１１１笂月
はががと

.'Iｚ多多ｌ１ｉｌ
年いく様
､1ｋで,、ｌこ
のし人、
兄上､Ｆｌ１
込う洋本
み゜側海
でで’1Ⅱ
す（まで
｡崎は

うり、\はり『十
気･まを１１}ｉｉや１ｚ－
ｉＡＡす’１１れｉｉｉｉ年月
はが心ののと

平、にⅡ１１同
年縫抗がか様
並紬１Ｍ多多仁
のきのいく、
児し低で、Ⅱ
込ないし入木
みい時よ』Ｆ海
でで期う瀞111’
すしが。仰で．
。よあ］iiiでは

`ｋ 

う三
カ

， 
１１{Ｉ 
降
水
城
は

、Ｆ
年
，ｉｔ 
で
し

二
カ
Ｍ
平
均
気
温
は
、
平
年
帷
の

可
能
性
が
大
き
く
、
そ
の
確
率
は
流

○
計
で
す
。

向
こ
う
三
カ
月
の
天
候

可
能
性
の
大
き
な
天
候
の
見
通
し

Ｓ
力
局
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戦後間もない昭和25年、この当時馬はなくてはならな

い程、貴重なものでした。．、

交通の手段として、畑を耕す農耕馬として農家にとつ・

ては、今のトラ､シク、トラクターがわりでした｡．,
繁殖させて子馬をとると、当時300円程で売れ､ずしYぶ

ん生活を助けてくれました。
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